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①令和元年7～8月頃 ：川下について

令和元年度日立地域医療構想調整会議の進め方について（案１）

○　小児医療・周産期医療，川下についてのワーキング会議　開催

＜ワーキング会議のねらい＞

日立医療圏として，小児医療・周産期医療の連携体制や急性期の治療が終わった後の回復期・慢性
期・在宅での医療と介護の連携体制を整備していく必要があることから，地域全体の現状把握と課題を
整理し，将来に向けてどう分担・連携していけるのかについて継続して協議していく。

第１２回

第１１回

※ 外来医療計画については，保健所で素案をまとめ，各委員へ持ち回りで説明，ご承認いただいた後に県へ提出。

・小児医療，周産期医療を担う各医療機関の現状と課題，課題解決に向けた取組み状況

協 議 内 容 ・ 議 題 等
開催日時
（予定）

＜協議＞
1. 今年度の地域医療構想調整会議の進め方について
2. 救急医療体制のあり方について
3. 外来医療計画の策定について
＜情報提供等＞
1. 救急医療の現状と課題について
2. 外来医療計画の策定について

＜協議＞
次年度の具体的な取り組み（案）について

＜報告＞
今年度の進捗状況

令和２年
２月

（保健医療福祉協
議会と同時開催）

令和元年
６月１１日

＜開催時期・内容＞

②令和元年　 12月頃 ：小児医療，周産期医療について

＜協議に必要な資料など＞

・県地域医療対策協議会小児・周産期医療部会からの報告内容

・急性期治療終了後の患者の病状に応じた流れがどうなっているか

・回復期，慢性期，在宅の医療提供体制と介護との連携体制について

・急性期，回復期，慢性期の連携をスムーズにするためのそれぞれの取組み状況
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第１２回
令和元年
９月

＜協議＞
外来医療計画(案）について
1. 初期救急医療。在宅医療の提供体制等地域で不足する外来医
療機能，外来医療のあるべき姿について
2. 医療機器の効果的な活用について

①令和元年　7～8月頃 ：川下について

②令和２年 11～12月頃：小児医療，周産期医療について

＜協議に必要な資料など＞

・県地域医療対策協議会小児・周産期医療部会からの報告内容

・小児医療，周産期医療を担う各医療機関の現状と課題，課題解決に向けた取組み状況

・急性期治療終了後の患者の病状に応じた流れがどうなっているか

○小児医療・周産期医療，川下についてのワーキング会議　開催

＜ワーキング会議のねらい＞

日立医療圏として，小児医療・周産期医療の連携体制や急性期の治療が終わった後の回復期・慢性
期・在宅での医療と介護の連携体制を整備していく必要があることから，地域全体の現状把握と課題を
整理し，将来に向けてどう分担・連携していけるのかについて継続して協議していく。

＜開催時期・内容＞

第１３回

令和２年
２月

（保健医療福祉協
議会と同時開催）

＜協議＞
次年度の具体的な取り組み（案）について

＜報告＞
今年度の進捗状況

・回復期，慢性期，在宅の医療提供体制と介護との連携体制について

・急性期，回復期，慢性期の連携をスムーズにするためのそれぞれの取組み状況

令和元年度日立地域医療構想調整会議の進め方について（案２）

開催日時
（予定）

協 議 内 容 ・ 議 題 等

第１１回
令和元年
６月１１日

＜協議＞
1. 今年度の地域医療構想調整会議の進め方について
2. 救急医療体制のあり方について
3. 外来医療計画の策定について
＜情報提供等＞
1. 救急医療の現状と課題について
2. 外来医療計画の策定について


